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体育・ スポー ツ・健康教育等の指導 に関す る専門的知識や

技能の習得 を図 る、短期研修講座への申込数は、右図の通 り

年 々増カロしています。特 に、初 めて本所 の講座 を受講す る先

生方が増 えています。 これ は、子 どもの体力向上や体育授業

の改善等 に対 して、高い関心や課題意識 をもつ先生方が増 え

たか らだ と思い ます。本所 では今後 も、ニーズに合 ったテー

マ、充実 した内容、そ して著名 な講師陣による講座 を企画 し

ますので、 さらに多 くの方 々に受講 していただきたい と考え

ています。

～ 本 年 度 の 講 座 よ り～

千戌 22年度

講座申込数の推移
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(受 il者の声 )

授 業づ く りの 考え方が本
｀
¬に 180° 変わ りま した。
今 L学ん だ方法だ と、 41徒
は もつ と楽 しく技能 な どを

身 にイJけ 、充実 した授 業が

できると思います。
(中 学校教諭 )
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〈小 学 校〉
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基本研修は、教育専門職 としての基礎的・

指導力の向上を図ることを目的として行いま

基本的な知識及び技能の習得によ

した。

り、教員 としての資質 を高め、

〈養護教諭〉

断続研修講座では、専門的な知識や技能の習得 を図るために 12日 間の充実 した研修を行い ました。

これか らの学校体育 を担 う指導者 を育成す る 「保健体育研修講座Jで は、研究テーマに基づ く授業づ くりや

実践を通 して、学習指導力を高める研修 を行いま した。学校保健活動推進 において中核的役害1を 果たす ことが

できる養護教諭 を育成す る 「養護教諭研修講座J(本年度新設)で は、現代的な健康課題 に十分対応できる、保

健指導力を養 う研修 を行いま した。
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大野城市立御笠の森小学校 教 諭

遠賀町立浅木小学校    教 諭

久留米市立南薫小学校   教 諭

みや ま市立清水小学校   教 諭

田川市立弓削田小学校   教 諭

みや こ町立犀川小学校   教 諭

福岡市立長丘小学校    教 諭

春 日市立春 日南中学校   教 諭

福岡市立高官 中学校    教 諭

福岡県立修猷館高等学校  教 諭

福岡県立福岡工業高等学校 教 諭

志免町立志免 中央小学校 養護教諭 宗 真由美

春 日市立天神山小学校  養護教諭 桐谷真理子

飯塚市立潤野小学校   養護教諭 井 L典 子

古賀市立古賀東 中学校  養護教諭 渡邊み さ子

赤村立赤中学校     養護教諭 松 崎 美 枝

福岡県公立古賀竜成館高等学校 養護教諭 長谷部留美

新 田  聖

鬼 塚 信 明

漱JL竜 司

佐藤美智夫

丸 山 聖 勝

坪 根 慎 治

森 田 雅

人 尋 健 次

中 島 隆 輔

鈴木須美子

池 上 久 敏
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～平成 23年
来年度は下記の 14講座を企画 しています。

度の講座の ご案内～
たくさんの応募をお待ちしています。

対 象 講 座 名 期 日 講 自市

幼 運動 的な遊 び 8月 22日 (月 )～ 23日 (火 ) 松本短期大学 教 授  t・ll澤 秋 孝

4ヽ

体つ くり運動 7月 2611(火 )～ 271J(水 ) 国 士 舘 大 学 准教授 細 ltll淳 二

体育授業の基礎 ・基本 8月 l 8「 (本 )
- 1 9H (金 ) 桐蔭横 浜大学 教 授 松本格之祐

器械 運動 7月 28H(本 )～ 29日 (金 ) 東京学芸大学 准教授 水 島 宏 一

水  泳 6L114日 (火 )～ 15(水 ) 筑 波 大 学 教 授 椿 本 昇 三

中

局

球技 の学習指導 1 0月 4日 (ノく) 5 (水 ) 東京学芸大学 教 授 松 田 恵 示

体つ くり運動 8月 2H (火 ) 3日 (水 )
肝ユ 波 大 学 教 授 長谷川聖修

体育授業 の基礎・基本 8月 1 7日 (水 ) 桐蔭横 浜大学 教 授 松本格 之祐

ダンス 6月 2911(水 )～ 30 (本 ) 愛 媛 大 学 教 授 牛 山具貴子

保健授業 の基礎 ・基本 6,124‖ (全 ) 兵庫教育大学 教 授 西 岡 伸 紀

体育理論 11り 129日 (火 ) 早 稲 田 大 学 教 授 友 添 秀 則

小

中

高

レク リエー シ ョン 8月 8日 (り]) 日本体育大学 教 授  高 田 良 平

健康教育 7月 1日 (金 ) 神 戸 大 学 教 授 り 火日徹 朗

養 護教諭の 資質能 力の向上 8,1 4¬ (本 ) 愛知教育大学 教 授 後藤ひ とみ

新学習指導要領における改善の方向性や、中学校でダンスが必修化 されたことなどを受けて、本年度は小
学校、中学校、高等学校の長期派遣研修員が言語活動に視点をあてた共同研究を行いました。研究成果につ
いては、2月 18日 (金 )に行われた 「福岡県体育・スポーツ研修報告会Jで報告 しました。

Jヽ 学 校

【共 通 主 題】

動 きを高め合 う子 どもを育て るダンス系の学習指導

一 言語活動の充実を図 る授業づ くりを通 して 一

生き生き と踊 る子 どもを育てる表現運動の学習指導

官 若 市 立 若 官 西 小 学 校 教諭 門 司 恒 之

響 き合つて踊 る生徒を育て るダンスの学習指導

み や ま 市 立 高 田 中 学 校 教諭 金 ヶ江正大

表現 を広 げ、深 めて踊 る生徒 を育てるダンスの学習指導

福岡県立人幡中央高等学校 教諭 柴峙雄一郎

中 学 校

高 等 学 校

国 の施 策及 び 県の体 育・ スポー ツに関す る課題 を踏 ま えたテー マ に基 づ き研

究 を行 い、そ の成 果 を学校 等 、 関係機 関 に広 く普及す る と ともに、本 県 の体育
・ ス ポー ツの充実・発展 に寄与 す る こ とを 目的 と した事業 です。 昨年度 末 には

体 育 の年 間指 導計 画 「福 岡 プ ラ ン」 を発行 し、各学校 で ご活用 いただ いてい る
ところです。

本年度 か らは、新 学習指 導要領 の趣 旨を踏 ま え、技能 を他 の資質・能 力 と関

連 させ なが ら高 め る授 業 づ く りに関す る研 究 を行 つてい ます。 今 後 は学校現 場
の協 力 を得 て 、「福 岡 プ ラ ン」 を も とに した授 業 モデル を構 築 し、体 育 の学 習

指導 に携 わ る先 生方 に活 用 して いただ く手 引 きを作成 して い きます。 〈福 岡 プ ラ ン )



(4) 体 育 研 究 所 だ よ り

第 49回全国学校体育研究大会 福岡大会
「運動の楽 しさを味わわせ、体育的学力の確かな定着を図る体育授業の倉1造」をめざして

秋風が′心地よい 11月 18・ 19日 、全国から約 2000名 の参加者を迎えて、標記大会が開催 されま
した。この大会は、幼稚園・小学校・中学校・高等学校、そ して特別支援学校の体育の指導者等が一堂に
会し、公開授業、研究発表、協議を行 うものです。

1日 目の全体会では、福岡大会研究部 陶山研究部長の 「基調報告 J、 福岡ソフ トバンクホークス 王貞
治会長の 「特別講演」、文部科学省 佐藤教科調査官の 「解説 J、 そ して早稲田大学 友添教授をコーディネ
ーターとしての 「シンポジウムJな どが行われました。特別講演では、王会長の少年時代の思い出や現在
のプロ野球界の話題などを踏まえながら、教育関係者に熱いエールが送られました。佐藤教科調査官から
は、新学習指導要領の全面実施を日前に控え、 (保健)体育科 として保証すべき学力等について解説があ
りました。シンポジウムでは学校現場や行政機関から移行期における取組についての提言がなされ、新た
な体育の方向性について論議が深められました。

2日 日の分科会は、下記の 14会場で公開授業や研究発表等が行われました。各分科会会場校では、大
会主題である「体育的学力Jを柱 として指導法を具現化 し、主題の実現を図つていく基本構想を受けて研
究に取 り組んできてお り、生き生きと学ぶ子どもの姿を通 して、その成果を公開 しました。

福岡の地から、「体育的学力Jを キーワー ドに新 しい体育学習の在 り方を発信できたことは、大きな意
義があつたと思います。これからも、より退 しく・より賢く、心豊かな幼児児童生徒の育成を目指 して、
さらなる体育スポーツの充実に取 り組んで参 りたいと思います。

(分科会 公開授業の様子 )〈特別講演 王貞治会長〉 〈解説 佐藤豊教科調査官)

分 科 会 会 場 校 と 研 修 主 題

△
〓 場 研 究 主 題

1 粕り■川l立 人川幼稚ト 心身と1)にたくましい幼児を育てる運動的なJIJび

2 福岡 ,立別府」ヽ学校 運動する楽しさにふれ、よさを発lIできる rど t,を台tr体 台学習の11造

3 福岡市立長 F小学校 運動の楽しさを来わいながら、自分の心や体の成長を感じる子どもをめざして

4 福岡 i立 卓ヶ江小学校 運Ilの楽しさを味わい 自ら言,t題 を解決する子どもの育成

b 大ll城 市立御笠の森小学校 自ら運動をつくる rど t)を育てる体台の学習指導

6 久詔米 li立南薫小学校 運動の楽しさを味わい1:本的な動きを身に付ける体台学iイ

7 福岡教育大学附 ll tti司 小学校 li値ある動きを追求する体育科学習

8 福岡 i立 高宮中学校 体育的学力の確かな定着を目指した、
「わかってできるJ体台授業

9 福岡 f立城南中学校 運動の楽しさをllわいながら 力識や身体能力をiiめ合う体育学習

10 ‐
F‖ 市ψ:春  南中学校

仲‖lとと1)に課題を発見し解決を図る活動を通して、

確かな運動技能の定着をめざす体台の学iF指導の在り方

11 福岡教育大学 ll属福岡中学校 基lt基本の定着をRる体台学習指導の在り方

12 福 司県立修 ll館 高等学校 共に学び、■1きる力をはぐくむ体育授業の11造

13 ln川 県 立福 ll i業高等学校 運動の特性卜や魅 力に応じた体育的学力をはぐくむ体育授業

14 福岡県立 ll賀特別支援学校 j■ llの楽しさを実感し、自ら運動に取り組む、意欲的な児童41徒を育てる体育授業
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専 門研 修 講 座 、基 本研 修 、長 期研 修 等 の 内

容 を紹 介 してい ます。

体 育 研 究 所 で は 、 学校 を支 援 す るた め に 、

次 の よ うな活 動 を行 つ て い ます 。 お 気 軽 に ご

相談 くだ さい。

○研修 会 等へ の指 導 主事 の派遣 及び講 師の

紹 介

○体 育・ スボー ツ に関す る資 Fl、 視聴 覚 教材

の収集 及 び貸 出

○来所 、電話等 に よる相 談 への対応

〇 カ リキ ュラム作成 に関す る支援

○サー クル活動へ の支援


